
市民のうごき
昭和57年 3月末現在

人口 39，436人 (-238) 

男児，836人 (-127) 

女 20，600人 (-lll)

世帯数 12，046世帯 (ー71)

面積 240，93平方キロメートル
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標
高
抑

m
の
大
洲

春がすみにおおわれた道屋敷地区

ど

や

し

き

④
菅
田
・
道
屋
敷
地
区

市
街
地
の
東
、
肱
川
を
北
に
し
た

一百
j
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
斜
面

に
あ
る
の
が
逼
屋
敷
地
区
で
す
。

道
屋
敷
は
、
堂
屋
敷
の
転
じ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
は
ず
れ
¥
西
谷
地
区

に
通
じ
る
道
端
に

H

千
人
切
り
H

と

呼
ば
れ
て
い
る
塚
、
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
肱
川
の
石
を
運
び
上
げ
て
丸

い
塚
に
し
た
も
の
で
す
。
昔
、
成
見

の
元
宇
津
分
校
付
近
で
内
土
佐
の
長
曽

我
部
氏
と
宇
都
宮
氏
、
が
激
し
い
戦
闘

を
し
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し

た
。
そ
の
首
塚
で
は
な
い
か
と
地
元

で
は
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
ぜ
、
戦
闘
地
で
な
く
山
の
中

に
塚
、
が
あ
る
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
地
区
に
は
、
現
在
二
十
四
世

帯
百
二
一
人
の
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

大
半
、
が
兼
業
農
家
で
す
。
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=3月定例市議会=

(2) おおず広報大洲市民憲章

第
百
六
十
八
回
三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
十
九
日
ま

で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
当
初
予
算
案
件
+
二
件

昭
和
五
十
六
年
度
補
正
予
算
案
件
三
件
、
条
例
関
係
二
十
四
件
、

そ
の
他
六
件
の
計
四
十
五
議
案
と
請
願
六
件
、
陳
情
六
件
が
提
出

さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
日
の
八
日
に
、
近
田
市
長
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
施
政

方
針
、
予
算
編
成
方
針
な
ど
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

施

政

方

針

営
の
合
理
化
と
公
正
で
明
る
い
創
造
性

あ
る
市
政
の
推
進
H

を
基
本
課
題
と
し
、

第
二
期
目
の
市
政
を
担
当
い
た
し
ま
し

て
、
早
く
も
一
年
余
り
を
経
過
い
た
し

ま
し
た
。

常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日

日
新
た
な
る
自
覚
を
持
っ
て
、
豊
か
で

活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
目

指
し
、
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
切 昨
に年
す二
る月
運
動 地

一一、、 ¥、 の域ナ佳の4

:淳書
n と
市生
政活
運を

大
洲
市
長

近

田

宣

秋

ν

、

提案淫由を説明する近田市長

幸
い
に
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
着
実
な

前
進
を
見
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
来
、
内
外
の
情
勢
は
、

多
難
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
り
、
国
際
的

な
経
済
の
停
滞
を
は
じ
め
と
し
て
、
園

内
に
お
け
る
経
済
的
・
社
会
的
環
境
も

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国

に
お
い
て
も
、
行
政
改
革
・
財
政
再
建

が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
本
格

的
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
よ
う
と
す
る
極

め
て
大
き
な
転
機
に
あ
り
ま
す
。
私
は

国
お
よ
び
県
の
施
策
の
動
向
に
、
重
大

な
関
心
を
抱
き
つ
つ
、
大
洲
市
の
発
展

と
市
民
生
活
の
安
定
向
上
の
た
め
に
、

有
効
適
切
な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。大

き
く
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
社
会

の
動
向
の
中
に
あ
っ
て
、
地
方
都
市
の

根
本
的
な
課
題
は
、
高
度
経
済
成
長
期

の
成
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
成
熟
の
時

代
を
展
望
し
つ
つ
、
新
し
い
安
定
し
た

個
性
的
な
地
域
を
創
造
し
て
ゆ
く
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
年
度
は

市
民
の
連
帯
と
参
加
、
公
正
で
明
る
い

創
造
性
豊
か
な
市
政
の
推
進
を
基
調
と

し
、
次
の
六
項
目
を
柱
と
し
て
施
策
の

強
力
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

ー
、
行
財
政
の
合
理
化
と
積
極
的
な
行

政
の
展
開

2
、
広
域
拠
点
都
市
と
し
て
の
新
し
い

地
域
構
造
の
確
立

3
、
地
域
の
特
性
と
伝
統
を
ふ
ま
え
た

産
業
の
振
興
と
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進

4
、
快
適
な
市
民
生
活
へ
の
条
件
整
備

5
、
保
健
対
策
と
市
民
福
祉
の
充
実

6
、
教
育
の
振
興
と
地
域
文
化
の
向
上

情
報
の
は
ん
ら
ん
と
多
様
な
価
値
意

識
が
共
存
す
る
時
代
の
中
で
、
行
政
需

要
は
ま
す
ま
す
増
大
、
複
雑
化
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
市
民
の
要
請
を
的
確
に

把
握
し
つ
つ
、
政
策
の
重
点
的
か
つ
均

衡
あ
る
選
択
と
効
率
的
な
執
行
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

市
政
の
中
心
施
設
と
し
て
の
庁
舎
整

備
は
、
一
月
二
十
一
日
に
大
洲
市
庁
舎

整
備
審
受
忍
ら
最
終
の
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
現
在

住
置
に
、
昭
和
五
十
七
年
よ
り
二
か
年

計
画
で
、
床
面
積
約
六
千
平
方
メ
ー
ト

ル
を
基
本
と
し
て
建
設
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
財
源
に
つ
き
ま
し
で

も
計
画
的
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
の
条
件
と
し
ま
し
で
は
、

次
の
四
点
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ー
、
広
範
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
場

と
し
て
、
機
能
的
か
つ
快
適
性
を
備

え
て
い
る
こ
と
。

2
、
市
を
象
徴
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と

を
考
え
、
大
洲
市
の
自
然
、
歴
史
と

伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
造
形
的
な
美
し

さ
と
簡
潔
で
品
格
を
有
す
る
こ
と
。

3
、
身
体
障
害
者
の
人
々
な
ど
す
べ
て

の
市
民
の
利
用
に
対
応
す
る
設
備
を

有
す
る
こ
と
。

4
、
駐
車
場
な
ど
関
連
サ
ー
ビ
ス
機
能

を
充
実
す
る
こ
と
。

な
お
、
具
体
的
な
推
進
に
つ
き
ま
し

で
は
、
市
庁
舎
建
設
委
員
会
を
設
け
、

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す。

当

初

予

算

以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
よ
り
編

成
し
ま
し
た
昭
和
五
十
七
年
の
当
初
予

算
の
総
額
は
、
百
九
億
八
千
六
十
七
万

円
(
前
年
度
比
六
・

O
%増
)
と
な
り

ま
し
た
。
(
詳
し
く
は
、
四
、
五
頁
を

見
て
下
さ
い
。
)

財
源
に
つ
き
ま
し
で
は
、
市
税
を
十

九
億
四
千
百
四
十
七
万
円
を
計
上
し
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
な
ど
に
つ

き
ま
し
で
も
、
確
実
に
見
込
め
る
額
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
県
支

出
金
、
市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
行

制
度
の
中
で
、
見
通
し
の
確
実
な
額
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
市
政
運
営
に
対

す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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関

係

おおず

大
洲
市
庁
舎
建
設
委
員
会
条
例

大
洲
市
庁
舎
の
建
設
に
と
も
な
い
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
必
要
な
調
停
、

審
査
ま
た
は
調
査
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
す
。
委
員
は
、
十
五
人

以
内
で
、
学
識
経
験
者
お
よ
び
適
当
と

認
め
た
人
の
う
ち
か
ら
市
長
が
委
嘱
し

ま
す
。

大
洲
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例

大
洲
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す。大
洲
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
、
昭
和
五

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
月
額
三
千
円
に

改
定
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
奨
学
金
貸
与
基
金
条
例
の
一
部

改
正奨

学
資
金
の
実
態
、
そ
の
他
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
貸
与
限
度
額
を
次
の
よ

う
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

-
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に

在

学

す

る

人

月

額

八

千

円

・
大
学
に
在
学
す
る
人

月
額
一
万
五
千
円

大
洲
少
年
自
然
の
家
設
置
条
例
の
一
部

敬
正大

洲
少
年
自
然
の
家
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
に
利
用
料
金
の
改
定
を
行

う
も
の
で
す
。

大
洲
市
中
小
企
業
握
興
資
金
融
資
条
例

の
一
部
改
正

振
興
資
金
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

広報明るい市づくりにつとめる。郷土を愛し、(3) 

め
、
融
資
額
の
限
度
の
拡
大
な
ど
を
行
…

っ

た

も

の

で

す

。

一

・

融

資

限

度

額

四

百

万

円

町

・

融

資

の

期

間

四

十

月

以

内

向

大
洲
市
児
童
館
設
置
条
例
の
全
部
改
正
一

大
洲
市
立
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
一

置
に
と
も
な
い
、
条
例
の
全
部
を
改
正
叩

す

る

も

の

で

す

。

一

日
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
一

出
産
費
用
、
葬
祭
費
用
の
増
加
な
ど
吋

に
対
応
す
る
た
め
、
助
産
費
、
葬
祭
費
叩

の
支
給
を
増
額
し
、
被
保
険
者
の
福
一

祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。
一

・
助
産
費
十
万
円
(
前
八
万
円
)
…

'
葬
祭
費
一
万
五
千
円
(
前
一
万
円
)
…

大
洲
市
上
水
道
使
用
条
例
の
一
部
改
正
一

上
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
を
図
る
一

た
め
使
用
料
金
な
ど
の
改
定
を
行
う
も
一

の

で

す

。

同

※
詳
し
い
内
容
は
下
の
段
を
見
て
く
市

だ

さ

い

。

町

大
洲
市
工
業
用
水
道
給
水
条
例
の
一
部
一

改

正

一

工
業
用
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
を
一

図
る
た
め
使
滑
料
金
な
ど
の
改
定
を
行
一

う
も
の
で
す
。

人

事

業

件

人

権

擁

護

委

員

の

推

薦

日

清
水
友
之
委
員
が
死
亡
さ
れ
た
の
で
、
一

後
任
の
委
員
を
推
薦
す
る
も
の
で
す
。
…

矢
野
嘉
彦
(
新
谷
六
十
歳
)

水
道
料
金
が
変
り
ま
す

四
月
使
用
分
か
ら

基 本 (1か月) 起過料金
用 途

7]'， 量 料 ノ立正、 ( 1 rrIにつき)

家事用 10 rri 500円 90円
計 専

団体用 20 1.400 90 
量

用 工場用 200 12，500 90 
給

営業用 20 1.400 90 
7]¥ 栓

銭湯用 100 2.500 45 

臨時用 180 

一
一
一
月
定
例
市
議
会
に
提
出
し
ま
し
た

「
上
水
道
の
使
用
条
例
の
一
部
改
正
」

「
工
業
用
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
む
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
月
使
用

分
(
五
月
徴
収
)
か
ら
料
金
の
改
定
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
料

金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

大
洲
市
の
水
道
事
業
は
、
独
立
採
算

制
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
事
業
運

営
の
経
費
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
々
増
加

す
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
五

新しい水道使用料

十
三
年
か
ら
上
水
道
第
三
次
拡
張
事
業

を
実
施
し
、
昭
和
五
十
六
年
度
で
完
了

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
拡
張
に
約

十
二
億
円
を
投
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
施
設
の
整
備
拡
充
に
は

費
用
が
か
か
り
、
ま
た
、
動
力
費
な
ど

の
維
持
管
理
費
は
年
々
増
加
し
、
現
在

の
使
用
料
金
で
は
資
金
不
足
を
生
ビ
ま

す
の
で
や
む
を
得
ず
料
金
の
改
定
を
行

う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
料

金
改
定
に
あ
た
り
ま
し
で
は
、
一
般
家

庭
の
改
定
率
を
極
力
む
さ
え
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

新しい量水器使用料

安
心
し
て
使
え
る

H

き
れ
い
な
水
H

を

供
給
す
る
た
め
に
は
、
水
道
事
業
の
健

全
化
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
運
営
に
つ

き
ま
し
で
は
一
層
合
理
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
水
道
事
業
が
、
い
ま

置
か
れ
て
い
ま
す
状
況
を
ご
理
解
の
う

え
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
上
水
道
の
わ
支
払
い
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
金
融
機
関
は
、
次
の
と
お
り
で

す。V
伊
予
銀
行
本
広
、
各
支
庖
V
愛
媛
相

互
銀
行
大
洲
支
庖
V
香
川
相
互
銀
行
大

洲
支
庖
V
東
邦
相
互
銀
行
大
洲
支
庖
V

愛
媛
信
用
金
庫
大
洲
支
庖
V
大
洲
市
農

業
協
同
組
合

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
水
道
課
へ
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
6
・
2
9
7

水道使用料計算例

量水器口径13%で使用水量25m'の場合

500円十

量水器使用料

(l5m' x90円)ート 60円 =1，910円

超過料金

家事用

基本料金

※ 
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豊かな大訪中|ヘ

瞳
ワ2億1，500万円

一般会計 その他

5 {，意9，384万円
(8.2%) 

地方交付税
21億4，948万円

(29.8%) 

歳入

72億九500万円

同日
j
ソ

J
j
品

/

金
円
引
O

J
j

ハU
ワ
μ

u
u
q
v
ワム

支

&

(

庫
億

回
目

市税
19{.意4，147万円

(26.9%) 

昭和昨度雲裂籍予算の規模

~ 三え 計 Bリ 昭当初和 5予7年算額度 イ申(対前び年率比)

国民健康保険 20億 1，376万円 8.7拓

特 国民健康保険診療所 2，294万円 正三〉 3.1% 

簡 易 水 道 3，006万円 18.0% 
思リ と ヨ~ 場 538万円 202.9拓

1ZL 32 
交通傷害保障 675万円 0.0% 

土地取得造成 814万円 i込 27.5% 
言十 住宅新築資金等貸付 1億 1，615万円 11.7% 

計 22i意 318万円 8.8% 

7J-;: 道 3億 5，188万円 iご〉 11.4% 
」入ι 

国 民 宿 舎 9，790万円 6.6% tと込
業

病 院 1li意 708万円 3.9% 
~ 

工 業 用 * 562万円 0.3% 
言十

計 15億 6，248万円 どご込 0.7拓

昭和57年

当初予算
総額

109億
8，067万円

(前年比 6.0%増)

大洲市の昭和57年度当初予算

は、一般会計、特別会計、企業

会計を合わせて総額109億8，067
万円です。前年度当初予算に比

較して、 6億 2，622万円、 6.0 

%の増加となっています。

内訳は一一( )は前年比

一般会計 72億 1，500万円

( 4億5，800万円、6.8%増)

特別会計 22億 318万円

( 1億7，853万円、 8.8%増)

企業会計 15億6，248万円

( 1，031万円、 0.7%減)
となっています。

今年度の財政見通しは、国に

おいても財政再建と行政改革の

基本路線の上にゼロシーリング

(対前年比伸び率ゼロ)という

極めて厳しいものがあります。

その影響は、地方の生活の上に

も厳しさと深刻の度合を高めて

まいりました。

このような1犬t兄をE昔まえて、

地域の不況の克服、新しい地域

開発の方向を見出すことが大切

であり、そのために、節度ある

財政運営を配慮しつつ、限られ

た財源の中て¥重点的配分につ

とめ地域経済の安定的発展を期

したものです。

当初予算は、園、県の補助金

市債について具体的な内容が不

明の状況であり、また、財政再

建の正念場である57年度は、 56
年度以上の厳しいものが予想さ

れます。今年度は、従来以上に

慎重な財政運営を行うため継続

的、経常的経費を中心に計上し

そのほかの政策的な予算は、 6

月以降に措置してまいります。
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当初予算一般会計の伸び

54年度 55咲 i;3民主
55年度 [:~::~:::~~::l:.往復 JEJ242芝自

56年度 i 護 ，.~.，.，ZSg羽田言語

57年度|笈

おお ずー(5)ー一広報

般
会
計
の
概
要

総

務

費

前
年
度
に
比
べ
四
千
二
百
十
九
万
円

(
七
・
六
%
)
の
増
で
、
五
億
九
千
七

百
六
十
五
万
円
の
予
算
額
で
す
。

お
も
な
内
容
は
1
1
1
1

V

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
に
一
千
百
三
十

五
万
円
。
集
会
所
建
設
費
(
西
山
・
黒

木
)
に
八
百
七
十
五
万
円
。

コミュニティづくりの拠点としての集会所
(恋木東集会所)

V
庁
舎
建
設
委
員
会
費
な
ど
に
百
八
十

二
万
円
。民

生

費

前
年
度
よ
り
一
億
八
千
六
百
八
十
三

万
円
(
九
・
三
%
)
増
加
し
、
二
十
一

億
九
千
七
百
二
十
九
万
円
で
す
。

お
も
な
内
容
は
|
|
|

V
老
人
福
祉
費
に
一
億
八
千
七
百
万
円
。

老
人
健
康
ゃ
つ
く
り
対
策
事
業
に
一
千
六
十

一
万
円
。
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
委
託

料
一
億
四
千
四
百
七
十
九
万
円
。

V
老
人
医
療
費
に
二
億
九
千
二
百
二
十

七
万
円
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
に
二

千
六
百
六
十
九
万
円
。

V
同
和
対
策
費
に
一
億
八
千
三
百
九
十

五
万
円
。

V
身
体
障
害
者
福
祉
費
に
五
千
五
百
三

十
二
万
円
。
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

に
二
千
二
百
三
十
万
円
。
精
神
薄
弱
者

医
療
費
に
四
千
二
百
七
十
一
万
円
。

農
林
水
産
費

前
年
度
よ
り
一
億
六
千
四
百
十
五
万

円
(
十
六
・
八
%
)
の
減
で
、
八
億
一

千
五
百
十
三
万
円
の
予
算
額
で
す
。

お
も
な
内
容
は
ー
ー
-

V
新
し
い
事
業
と
し
て
、
中
核
的
農
業

者
を
対
象
に
開
設
す
る
農
業
大
学
(
講

座
年
五
回
)
に
百
三
十
万
円
。

V
地
籍
調
査
費
と
し
て
は
、
上
須
戒
地

区
の
国
土
調
査
費
に
三
千
百
六
十
九
万

円。V
農
業
構
造
改
善
事
業
費
と
し
て
は
、

一
億
六
千
五
万
円
。
馬
結
(
ま
く
び
り
)

養
蚕
施
設
利
用
組
合
に
千
四
百
七
十
五

万
円
。
小
笹
農
道
(
多
国
1
上
須
戒
)

整
備
事
業
費
に
七
千
万
円
。

V
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
と
し

て
一
億
四
千
九
百
二
十
七
万
円
。
農
村

基
盤
総
合
整
備
事
業
と
し
て
二
千
六
百

二
万
円
。

V
林
業
振
興
費
と
し
て
二
千
九
百
四
十

二
万
円
。
松
く
い
虫
跡
地
造
林
事
業
補

助
金
に
一
千
二
十
一
万
円
。
市
単
独
林
道

基
盤
整
備
事
業
補
助
金
に
五
百
五
十
万

円。

土

木

費

前
年
度
よ
り
一
億
二
千
四
百
四
十
万

円
(
十
三
・
九
%
)
増
加
し
、
十
億
一

千
六
百
七
十
万
円
で
す
。

お
も
な
内
容
は
1
1
|

マ
道
路
維
持
費
と
し
て
二
千
七
百
七
十

一
万
円
。
原
材
料
費
に
一
千
万
円
。
舗

装
補
修
工
事
に
一
千
三
百
万
円
。

V
道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
三
億
一
千

百
十
六
万
円
。
平
地
慶
雲
寺
線
の
改
良

(
三
百
四
十
メ
ー
ト
ル
)
に
一
億
二
千

万
円
。
根
太
山
道
還
線
改
良
に
一
千
五

百
万
円
。
八
多
喜
田
処
線
改
良
に
一
千

万
円
。

V
都
市
下
水
路
費
と
し
て
一
億
七
百
六

十
四
万
円
。
中
村
地
区
下
排
水
路
整
備

事
業
に
三
千
万
円
。
肱
川
地
区
下
排
水

路
整
備
事
業
に
二
千
万
円
。
新
屋
敷
地

区
下
排
水
路
整
備
事
業
に
二
千
万
円
。

V
住
宅
建
設
費
と
し
て
二
億
五
千
六
百

九
十
四
万
円
。
二
十
戸
建
築
の
予
定
で

す。

そ

の

他

衛
生
費
と
し
て
は
三
億
五
千
百
四
万
円

前
年
比
二
十
四
・
五
%
増
。
お
も
な
も

の
は
、
予
防
費
に
二
千
百
三
十
万
円
、

健
康
都
市
推
進
費
に
一
干
百
十
二
万
円
、

じ
ん
芥
処
理
費
に
五
千
四
百
十
四
万
円
、

し
尿
処
理
費
に
一
億
一
千
二
百
十
六
万

円。商
工
費
と
し
て
は
七
千
二
百
八
十
万
円
、

前
年
比
八
・
六
%
の
増
。
お
も
な
も
の

は
、
商
工
振
興
費
に
三
千
四
百
八
十
七

万
円
。
観
光
費
に
七
百
七
十
五
万
円
。

消
防
費
と
し
て
は
一
億
七
千
二
百
二
万

円
、
前
年
比
十
二
・
七
%
の
増
。
お
も

な
も
の
は
、
消
防
施
設
費
に
一
億
三
千

百
八
十
二
万
円
。

教
育
費
と
し
て
は
八
億
九
千
六
十
五
万

円
、
前
年
比
二
十
四
・
二
Mm
の
増
。
お

も
な
も
の
は
、
肱
東
中
学
校
校
舎
新
増

改
築
事
業
(
鉄
筋
三
階
建
、
一
千
四
百

二
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
)
に
二
億
一
千

六
百
二
十
九
万
円
。

公
債
費
と
し
て
は
、
八
億
四
千
六
百
四

十
五
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
十
・
一
%

の
増
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
被
保

険
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に
助
産

費
、
葬
祭
費
の
給
付
改
善
す
る
予
算
に

二
千
百
三
万
円
。

水
道
事
業
会
計
・
工
業
用
水
道
会
計
で

は
、
使
用
料
金
の
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

(
三
頁
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
)

病
院
事
業
会
計
で
は
、
器
械
器
具
購
入

費
と
し
て
三
千
五
百
万
円
。



(6) 

昭
和
幻
年
市
職
員
の
人
事
異
動

重
点
施
策
に
対
応
す
る
体
制
ヘ

市
で
は
、
四
月
一
日
付
で
百
十
二
名

の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
市
政
の
方
針
と

一
重
点
施
策
に
対
応
す
る
執
行
体
制
の
確

珂
一
立
を
図
り
ま
し
た
。

j
一
今
回
の
特
色
と
し
て
は
、
能
力
主
義

一
の
原
則
に
よ
り
、
特
に
課
長
補
佐
、
係

一
長
に
若
手
職
員
を
配
置
し
て
人
事
の
刷

一
新
を
図
り
ま
し
た
。
機
構
的
に
は
、
教

育
委
員
会
事
務
局
の
「
社
会
教
育
課
」

と
「
保
健
体
育
課
し
を
「
社
会
教
育
体

育
課
L

に
統
合
強
化
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
旧
任
、

O
は
昇
任
者
。

一
部
長
級
}

V
総
務
部
長
谷
岡
武
(

産
業
経
済
部
長
)

V
産
業
経
済
部
長
。

河
野
瑞
雄
(
総
務
財
政
課
長
)

{
課
長
級
}

V
市
長
公
室
長

O
堀
口
繁

(
市
長
公
室
主
幹
兼
次
長
兼
人
事
係
長
)

マ
総
務
財
政
課
長
酒
井
武
吉
(
市
長

公
室
長
)

V
保
険
衛
生
課
長
藤
本
恒

明
(
保
健
体
育
課
長
)

V
社
会
教
育
体

育
課
長
村
本
喜
計
(
社
会
教
育
課
長
)

V
同
和
教
育
課
長

O
窪
隆
夫
(
同
和
教

育
課
長
補
佐
兼
同
和
教
育
係
長
)

V
大

洲
病
院
事
務
長

O
増
本
常
男
(
都
市
整

備
課
主
幹
兼
補
佐
)

V
都
市
整
備
課
主

幹
兼
補
佐
冨
永
一
頑
V
建
設
部
主
幹

O

西
泉
信
男
(
都
市
整
備
課
長
補
佐
)

V

建
設
課
主
幹
兼
補
佐

O
浅
野
始
(
建
設

課
長
補
佐
)

一
課
長
補
佐
紐
}

V
市
長
公
室
次
長
兼

おおずI号い教養を身につける。健康なからだをつくり、

人
事
係
長
首
藤
馨
(
福
祉
事
務
所
次

長
兼
施
設
係
長
)

V
総
務
財
政
課
長
補

佐
兼
文
書
統
計
兼
交
通
安
全
係
長

O
川

本
一
義
(
教
委
総
務
課
事
務
専
門
員
兼

管
理
係
長
)

V
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計

係
長
菊
池
務
(
大
洲
病
院
次
長
兼
庶

務
係
長
)

V
福
祉
事
務
所
次
長
兼
施
設

係
長

O
板
智
博
道
(
総
務
財
政
課
事
務

専
門
員
兼
財
政
第
二
係
長
)

V
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
次
長
兼
予
防
係
長
矢
野
広

生
(
建
築
住
宅
課
長
補
佐
兼
管
理
兼
建

築
係
長
)

V
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都

市
計
画
第
一
係
長

O
松
井
健
(
都
市
整

備
課
技
術
専
門
員
兼
都
市
計
画
係
長
)

V
建
築
住
宅
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
。

谷
生
隆
生
(
農
業
開
発
課
事
務
専
門
員

兼
農
業
構
造
改
善
係
長
)

V
同
和
教
育

課
長
補
佐
中
野
光
恭
(
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
次
長
兼
予
防
係
長
)
V
社
会
教
育
体

育
課
長
補
佐
村
上
恒
夫
(
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
)

V
学
校
教

育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

O
芳
岡

利
信
(
市
民
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
係

長
)

V
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農

地
係
長

O
池
田
幸
徳
(
農
業
委
員
会
事

務
専
門
員
兼
農
政
係
長
)

V
大
洲
学
園

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
菊
地
勝
己
(
農

業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長

。
河
野
登
(
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員

兼
管
財
係
長
)

V
市
長
公
室
事
務
専
門

員
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
兼
調
整
係
長
。
大

塚
忠
男
(
市
長
公
室
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
兼

広
報
広
聴
係
長
)

V
総
務
財
政
課
事

務
専
門
員
兼
管
財
係
長
入
口
忠
士

(
水
道
課
事
務
専
門
員
兼
業
務
係
長
)

V
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
収
納
第
二
係

長
。
大
谷
光
子
(
税
務
課
収
納
第
二
係

長
)

V
市
民
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
係

長
宮
本
冨
男
(
農
業
開
発
課
事
務
専

門
員
兼
開
発
第
一
係
長
)

V
市
民
課
事

務
専
門
員
兼
住
民
登
録
係
長

O
村
上
節

子
(
市
民
課
住
民
登
録
係
長
)

V
農
業

開
発
課
事
務
専
門
員
兼
開
発
第
一
係
長

。
谷
本
泰
啓
(
農
業
開
発
課
開
発
第
二

係
長
)

V
農
業
開
発
課
事
務
専
門
員
兼

開
発
第
二
係
長

O
稲
谷
浩
一
(
農
業
開

発
課
開
発
第
三
係
長
)
亨
商
工
観
光
課
事

務
専
門
員
兼
観
光
係
長

O
亀
岡
国
泰
(

商
工
観
光
課
観
光
係
長
)

V
建
設
課
事

務
専
門
員
兼
管
理
第
二
係
長
兼
失
業
対

策
事
業
係
長
長
田
靖
彬
(
保
険
衛
生

課
事
務
専
門
員
兼
公
害
係
長
)

V
社
会

教
育
体
育
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
教
育

係
長

O
寄
町
勇
斉
(
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
長
)

V
中
央
公
民
館
事
務
専
門

員
。
正
一
月
健
一
(
中
央
公
民
館
係
長
)

V
大
川
公
民
館
事
務
専
門
員
。
中
野
清

正
(
大
川
公
民
館
係
長
)

V
三
善
公
民

館
事
務
専
門
員

O
政
一
所
逗
(
三
善
公
民

館
係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
専
門
員
兼

会
計
係
長

O
林
田
幸
利
(
大
洲
病
院
会

計
係
長
)

一
係
長
級
一

V
市
長
公
室
業
務
係
長

矢
野
宇
(
大
洲
学
園
児
童
指
導
係
長
)

V
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
長

O
山
田
一

昭
(
市
長
公
室
)

V
総
務
財
政
課
財
政

第
一
係
長
富
永
俊
平
(
総
務
部
)

V

総
務
財
政
課
問
攻
第
二
係
長

O
浜
田
達

実
(
総
務
財
政
課
主
査
)

V
会
計
課
用

度
係
長

O
神
崎
純
子
(
都
市
整
備
課
主

査
)

V
税
務
課
市
民
税
第
一
係
長
佐

々
本
義
夫
(
会
計
課
用
度
係
長
)

V
保

険
衛
生
課
保
険
第
一
係
長
武
田
勝
利

(
税
務
課
市
民
税
第
一
係
長
)

V
農
業

開
発
課
土
地
調
整
第
二
係
長

O
兵
頭
儀

満
(
農
業
開
発
課
主
査
)

V
農
業
開
発

課
農
業
構
造
改
善
係
長

O
清
水
一
志
(

税
務
課
)

V
農
業
土
木
課
土
地
改
良
係

長
O
堀
泰
男
(
農
業
開
発
課
)

V
農
業

委
員
会
農
政
係
長

O
小
島
健
市
(
農
業

委
員
会
)
マ
建
築
住
宅
課
管
理
係
長
。

佐
伯
幸
一
(
建
築
住
宅
課
)

V
水
道
課

業
務
係
長

O
住
田
実
(
税
務
課
)

V
同

和
教
育
課
同
和
教
育
係
長

O
成
川
和
行

(
同
和
教
育
課
主
査
)

V
社
会
教
育
体

育
課
社
会
体
育
係
長

O
二
宮
貞
幸
(
社

会
教
育
課
)

V
大
洲
学
園
児
童
指
導
係

長
吉
岡
俊
雄
(
建
設
課
管
理
第
二
係

長
兼
失
業
対
策
事
業
係
長
)

V
保
健
セ

ン
タ
ー
健
康
指
導
係
長

O
石
岡
光
子
(

大
川
連
結
所
)

V
税
務
課
主
査
稲
谷

勝
子
(
水
道
課
主
査
)

V
農
業
開
発
課

主
査
柴
田
ミ
チ
子
(
総
務
財
政
課
主

査
)

V
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

主
査
池
里
尽
子
(
税
務
課
主
査
)

V

福
祉
事
務
所
主
査
δ
城
戸
秀
光
(
福
祉

事
務
所
)

V
福
祉
事
務
所
主
査
ち
三
瀬

正
勝
(
福
祉
事
務
所
)

一
主
事
お
よ
び
主
事
補
}

V
議
会
事
務

局
形
山
朝
登
(
建
設
課
)
マ
建
設
課

山
本
英
孝
(
議
会
事
務
局
)

V
税
務
課

山
本
幸
一
(
農
業
土
木
課
)

V
市
民
課

池
田
栄
治
(
税
務
課
)

V
都
市
整
備
課

芳
野
久
子
(
市
民
課
)

V
同

白

石

良

一
(
農
業
土
木
課
)

V
教
委
総
務
課

大
石
徹
男
(
保
険
衛
生
課
)

V
社
会
教

育
体
育
課
松
波
節
子
(
会
計
課
)
マ

問
中
岡
透
至
(
保
健
体
育
課
)

V
保

健
セ
ン
タ
ー
亀
岡
ユ
キ
子
(
大
洲
伝

染
病
隔
離
病
舎
組
合
)

V
同

芳

我

洋

子
(
上
須
戒
連
絡
所
)

V
同

松

田

宗

彦
(
大
洲
病
院
)

V
新
谷
連
絡
所
森

澄
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
三
善
連
絡

所
白
石
美
月
(
柳
沢
連
絡
所
)
V
上
須

戒
連
絡
所
谷
本
加
代
(
三
善
連
絡
所
)

保

育

所

一
主
任
保
母
}

V
大
洲
保
育
所
主
任
保

母
井
上
芸
美
子
(
南
久
米
主
任
保
母
)

V
肱
南
保
育
所
主
任
保
母
石
丸
松
子

(
肱
北
主
任
保
母
)

V
肱
北
保
育
所
主

任
保
母

O
作
田
弥
生
(
徳
森
)

V
南
久

米
保
育
所
主
任
保
母
松
盛
美
智
子
(

菅
田
主
任
保
母
)

V
菅
田
保
育
所
主
任

保
母
福
岡
ヒ
サ
コ
(
肱
南
主
任
保
母
)

V
粟
津
保
育
所
主
任
保
母
中
田
幸
子

(
大
洲
主
任
保
母
)

V
大
洲
学
園
主
任

保
母
谷
淵
百
合
子
(
粟
津
主
任
保
母
)

一
保
母
}

V
肱
南
保
育
所
二
宮
早
首

(
大
洲
学
園
)

V
喜
多
保
育
所
井
上

真
由
美
(
大
洲
)

V
同
村
上
恵
子
(

南
久
米
)

V
肱
北
保
育
所
岩
堀
庸
子

(
喜
多
)

V
同
久
保
道
子
(
徳
森
)

V
徳
森
保
育
所
入
野
圭
子
(
喜
多
)

V
同
二
宮
隆
子
(
大
洲
学
園
)

V
同

新
勝
子
(
新
谷
)

V
南
久
米
保
育
所

清
中
祥
子
(
徳
森
)

V
菅
田
保
育
所

和
田
章
子
(
新
谷
)

V
同
菊
地
静
江

(
徳
森
)

V
大
成
保
育
所
長
岡
文
子

(
肱
南
)

V
柳
沢
保
育
所
芝
田
み
ど



おおず

ー
臨
時
市
議
会

1

大
洲
病
院
に

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

広報

一
一
一
月
二
十
六
日
、
緊
急
を
要
す
る
議

案
を
審
議
す
る
た
め
、
第
百
六
十
九
回

臨
時
市
議
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
補
正
予
算
案
件
三
件
、

条
例
関
係
六
件
、
人
事
案
件
一
件
の
計

十
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

集

樹

関

係

豊かな家庭と郷土を築く。生産に励み、

大
洲
市
収
入
役

高

柳

芳

久

私
こ
と
、
こ
の
ほ
ど
、
大
洲
市
収
入

役
と
し
て
選
任
を
受
け
る
に
つ
い
て
、

三
月
二
十
六
日
の
臨
時
市
議
会
に
お
い

て
、
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
四
月
一
日

付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十

一
年
に
新
谷
村
書
記
と
し
て
奉
職
以
来

三
十
五
年
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
間
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
に

よ
り
ま
し
て
、
過
分
の
要
職
を
与
え
て

(7) 

大
洲
市
病
院
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法

の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
条
例
他
五

件
大
洲
市
病
院
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
す
る
た
め
に
同
条
例
を
制
定

し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
関
係
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を
適
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
洲
病
院
局
長
(
事

業
管
理
者
)
を
設
け
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
市
民
福
祉
の
充
実
を
い
た
し

ま
す
。
局
長
に
は
、
四
月
一
日
付
で
津

田
武
雄
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

津
田
武
雄
大
洲
病
院
局
長
の
略
歴

住
所
大
洲
市
新
谷
町
甲
一
二
一
七

生
年
月
日
大
正
七
年
二
月
七
日

(
六
十
四
歳
)

新
谷
青
年
学
校
卒

新
谷
村
役
場
採
用

大
洲
市
書
記

税
務
課
長

大
洲
病
院
事
務
長

総
務
部
長

大
洲
市
収
入
役
(
i
U
年
)

日召日召日召日召日召日召日召
手口手口手口手口手口手口手口
49 48 40 35 29 9 13 
年年年年年年年

人

事

‘案

件

す入 指 で関政住す計と でめ基もま況 い
。役導今ごとをみ。のし私すで盤開す は 今 た
就を後ざし担よま処ては。高造始。 、日だ
任手すといて当いた理、、 くりさ市極、き
の願もま最す地、を市今 適のれでめ 地 心
ごい、す善る 域 H 行民後 切た、はて方よ
あい皆。の近社豊うの、 なめそ、厳宵 q
いた 様 努回会か決信市 財のの今し 1口感
さし の 力市 u で意頼公 政財他年い体謝
つま相 を政を 活 で に 金 運政地度もを申
と し変 すの 自力ご応、の 営需方庁 の取し
いてら る補 指のぎえ管 が要都舎がり上
た、 ぬ 決助しみいる掌 必は市整ご巻げ
し収ご 意機市 る ま 会 者 要極の備ぎくま
ま r ...__....._ ....晶 、、 ー ¥い状す:

一一一| 仔のごあいさつ卜
たを¥...____::三1rar一一ー ノ。お沙['il謝ふ皆入 い新
も引病申れ様役新 た 設 私
とき院しるかと谷 し き こ
よ受局上ごら四村まれと
り行長げ支寄十役した
微 すとま援せ七 場た大四
力るいすごら年 五 。 洲 月
なこう。指れ£ ji 病ー
私と新こ導まま古 院日
でにしのにしり!l~ 局付
あないほ心たに大 長を
りりポどよ温わ洲 にも
ままス、り情た 市 就っ
すしト 大 感 あ り収 任て

大
洲
病
院
局
長

津

田

武

雄

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

津
田
武
雄
収
入
役
の
退
任
に
と
も
な

い
、
後
任
の
収
入
役
に
高
柳
芳
久
総
務

部
長
が
選
任
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得

ま
し
た
。

高
柳
芳
久
収
入
役
の
略
歴

住

所

大

洲

市

新

谷

甲

七

十

生
年
月
日
大
正
十
三
年
三
月
十
六
日

(
五
十
八
歳
)

関
西
大
学
第
二
商
業
学
校

卒新
谷
村
農
地
委
員
会
書
記

大
洲
市
教
育
委
員
会
総
務

課
長

総
務
部
長

召
h
U
8
F十

円口
4
t
q
1よ
と
工

日召日召
手口手口
4321 
年年

昭
和
日
年

一
り
(
肱
北
)

V
新
谷
保
育
所
菊
地
慶

日
子
(
粟
津
)

V
同
奥
野
静
(
菅
田
)

V
三
善
保
育
所
佐
々
木
陽
子
(
肱
北
)

V
粟
津
保
育
所
富
永
治
代
(
肱
北
)

V
同
家
野
美
恵
子
(
菅
田
)

V
同

武
内
恭
子
(
三
善
)

V
上
須
戒
保
育
所

鋸
本
和
子
(
大
洲
学
園
)

V
大
洲
学
園

細
川
征
子
(
肱
北
)

V
同
山
中
弘
美

(
清
和
園
)

V
清
和
園
二
宮
か
ず
子

(
大
洲
学
園
)

V
同
西
田
ケ
イ
子
(

大
洲
学
園
)

V
大
洲
幼
稚
園
高
橋
育

子
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
久
米
幼
稚
園

福
住
一
栄
(
大
洲
幼
稚
園
)

V
喜
多
小

学
校
滝
野
常
子
(
平
小
学
校
)

V
平

小
学
校
西
岡
文
子
(
喜
多
小
学
校
)

長
い
間
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。

が
、
与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
す
る
決
一
一
退
職
者
}

V
高
柳
芳
久
(
総
務
部
長
)

意

で

ご

ざ

い

ま

す

。

一

V
栗
田
康
丸
(
大
洲
病
院
事
務
長
)

V

近
田
市
政
の
今
年
度
の
柱
と
し
て
、
一
谷
川
稔
博
(
保
険
衛
生
課
長
)

V
藤
尾

保
健
対
策
と
市
民
福
祉
の
充
実
を
掲
げ
…
正
憲
(
同
和
教
育
課
長
)

V
青
野
茂
(

て
い
ま
す
。
病
院
事
業
は
、
市
民
の
皆
一
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
)

V
田
中

様
の
健
康
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
一
金
義
(
大
洲
学
園
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)

で
き
な
い
も
の
で
す
。
市
民
の
一
人
ひ
…

v
久
保
田
晴
幸
(
保
健
体
育
課
長
補
佐

と
り
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
一
兼
保
健
体
育
係
長
)

V
井
上
幸
子
(
保

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
一
健
セ
ン
タ
ー
健
康
指
導
係
長
)

V
森
本

よ
り
よ
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
一
章
(
市
長
公
室
主
査
)
V
小
泉
ツ
タ
エ
(

ま
す
よ
う
に
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
一
新
谷
連
絡
所
技
師
)

V
田
村
ア
イ
子
(

ご

ざ

い

ま

す

。

山

大

洲

地

区

広

域

消

防

事

務

組

合

主

査

)

幸
に
し
て
、
前
院
長
の
後
任
に
長
崎
一

V
山
本
ヒ
サ
エ
(
大
洲
病
院
副
婦
長
)

か
ら
碇
先
生
を
院
長
と
し
て
迎
え
ご
一

V
土
居
ア
キ
コ
(
大
洲
学
園
主
任
調
理

就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
共
ど
も
一
師
)

V
河
野
勝
子
(
清
和
国
主
任
寮
母

医
療
行
政
に
尽
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
)
マ
平
田
豊
(
大
洲
南
中
業
務
主
任
)

今
後
と
も
、
皆
様
の
旧
倍
の
ご
支
援
一

V
小
路
哲
(
農
業
土
木
課
土
地
改
良
係

ご
指
導
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
一
長
)
亨
猪
野
政
敏
(
水
道
課
技
師
)

V

ま
し
て
、
病
院
局
長
に
就
任
の
ご
あ
い
…
佐
野
満
(
粟
津
保
育
所
)
マ
森
岡
智
子
「
柳

さ

っ

と

い

た

し

ま

す

。

ザ

沢

保

育

所

)
V
人
船
妙
子
(
大
洲
病
院
)



(8) 

昭
和
田
年
消
防
出
初
め
式

防
火

ず
一
昭
和
五
十
七
年
大
洲
市
消
防
出
初
め

お
一
式
が
、
三
月
七
日
、
午
前
九
時
か
ら
肱

お
一
川
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
E
一
式
に
は
、
市
消
防
団
十
分
団
、
消
防

尉
一
本
部
署
員
な
ど
八
百
人
が
参
加
し
行
わ

一
れ
ま
し
た
。
日
頃
、
大
洲
市
の
防
火
、

一
消
防
の
た
め
に
尽
し
て
い
る
参
茄
者
は
、

一
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
決

一
意
を
新
た
に
し
た
し
ま
し
た
。

一
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
に
続
い

ム
一
て
、
ポ
ン
プ
操
法
の
演
習
が
行
わ
れ
ま

め
一
し
た
。
そ
し
て
、
消
防
本
部
署
員
や
団

と
一
員
に
よ
っ
て
、
消
火
演
習
を
実
施
し
ま

っ
一
し
た
。
こ
の
演
習
で
は
、
大
正
時
代
の

山
一
腕
用
ポ
シ
ァ
、
昭
和
三
十
年
代
の
可
載

ソ
一
ポ
ン
プ
、
そ
し
て
現
在
使
用
し
て
い
る

づ
一
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
消
火
能
力
の
対

市ロ

ハ

ド

~

い

が

友

台

~

光

J
J
t
r

観

了

二

一

'

干

し

、

T

，

ヵ

千

生を
斗

Cし美の然白

• 
消
防
に
全
力
を

比
が
、
実
際
に
燃
え
て
い
る
小
屋
の
消

火
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
消
防
団
に
よ
り
、
肱
川
へ

向
け
て
の
一
斉
放
水
が
始
ま
る
と
、
見

物
の
人
々
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
消
防
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
団
員
な
ど
百
七
十
人
に
表
彰
状

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
精
績
章
)
池
田
利
徳

(
勤
続
章
)
寺
尾
茂
春

亀

岡

猛

坪

坂

勝

盛

高

木

勲

西

村

義

男

佐沼上
々田甲
木正
長太勉
幸郎

山

本

勝

沖

中

義

忠

愛
揖
県
知
事
表
彰

(
功
労
章
〉
松
本
重
利
三
瀬
信
昭

久
保
松
記
坪
坂
弘
準
岸
良
雄

(
消
防
協
力
者
)
明
後
三
寿
美

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
績
章
)
森
井
長
治

(
勤
続
章
)
富
永
昭
一
吉
岡
通
博

増
本
哲
夫
徳
永
亘
三
白
石
福
吉

押
田
忠
志
上
甲
留
男
尾
崎
一
文

渡

宜

則

杓

谷

守

井

上

昭

夫

松
平
清
吉
福
山
清
光
久
保
勝

奥
田
五
十
二
上
味
勝
夫
大
野
勝

富
永
武
幾
矢
野
博
孝
宮
本
善
政

大
元
光
虞
川
内
時
幸
河
内
進
一

山
元
勝
支
山
下
勝
利
宮
本
喜
一
郎

日
浦
初
高
阿
部
正
人
増
岡
寛
秋

城
戸
庸
安
西
山
数
馬
小
西
加
州
見

清
水
忠
明
上
野
政
春
東
重
徳

新
江
宜
明
梶
谷
昭
伸
田
丸
良
市

(
規
律
章
)
武
嶋
公
一
道
後
隆
朗

城
戸
勝
敬
穂
積
美
智
雄
田
丸
隆

二
宮
豊
秋

大
洲
市
長
表
彰

児

玉

光

弘

二

宮

毅

櫛
部
知
晴
沼
田
輝
夫

高
岡
春
夫
一
一
吉
助
夫

藤

岡

一

仁

松

本

強

土
居
和
弘
山
本
行
夫

西
山
岩
男
下
柳
利
雄

泉

芳

治

石

本

満

岡
本
孝
道
河
内
久
幸

大正時代の腕用ポンプを使つての消火演習

佐
賀
一
郎

樟

井

朗

谷
本
清
孝

高
井
正
教

玉

木

栄

河
野
幸
生

矢
野
光
輝

川
田
隆
行

山

本

英

幸

上

田

稔

福
田
政
夫
西
岡
宏
二

酒
井
忠
司
谷
本
紀
男

池

田

賓

楠

野

茂

利

谷
本
敏
男
大
中
章
由

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

上
甲
十
三
男
菊
池
寛
矢
野
勝
馬

山
本
紀
男
出
海
英
男
田
中
博

大
森
康
敬
松
本
篤
祖
母
井
築
男

岩
本
安
史

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

森
川
健
安
川
英
二
高
月
泰
虞

西
山
好
昭
石
橋
俊
一
増
田
和
義

熊
賢
岩
滝
植
田
豊
年
津
山
芳
邦

小
西
三
郎
白
石
義
男
西
尾
忠
志

菅
原
喜
啓
松
中
功
新
田
雅
一

山
口
誠
平
野
芳
男
平
塚
正
見

菊
地
茂
矢
野
丸
吉
大
野
利
兼

竹
岡
宏
晃
保
積
良
計
家
野
正
次

谷
岡
庄
一
井
口
康
徳
西
山
徳
美

久
保
勝
利
竹
田
秀
延
久
保
衛

村
上
書
幸
中
岡
隆
雄
弁
住
富
生

大
石
健
喜
大
野
勝
敏
宮
岡
安
則

大

隅

慎

司

西

田

義

信

林

田

哲

間

二

宮

和

恵

小

川

健

宮

崎

進

九

小
西
龍
次
水
本
福
泉
梶
谷
達
男
叩

愛

媛

県

消

防

協

会

長

感

謝

状

…

(

消

防

国

家

接

の

功

労

者

)

吋

出

身

地

佐

賀

県

森
井
ス
ズ
子
森
正
子
祖
母
弁
松
子
一
生
年
月
日
大
正
十
四
年
一
月
二
十
七

菊

地

米

子

岩

本

サ

ア

子

叫

日

生

、

五

十

七

歳

大

洲

市

長

感

謝

状

同

昭

和

但

年

九

州

大

学

附

属

医

学

専

門

〈

消

防

施

設

用

地

無

償

提

供

〉

一

部

卒

業

山
本
勝
白
石
竹
吉
佐
々
木
範
夫
一
昭
和
白
年
日
本
政
府
派
遣
ベ
ト
ナ
ム

徳

田

幸

雄

一

援

助

医

療

施

設

団

に

参

加

(

高

額

寄

付

)

品

昭

和

4
年
1
長
崎
県
松
浦
郡
有
川
町
立

新

谷

公

益

会

向

井

園

一

向

井

敏

憲

一

国

保

診

療

所

長

高

代

進

井

上

昭

和

田

部

落

日

昭

和

日

年

1
松
浦
町
立
病
院
長

回東片池
中岡 田
ー守 元

賓久日召務

大
洲
病
院
長
に

碇
(
い
か
り
)
氏

皮
尿
器
科
医
長
に

松
屋
氏

新
し
い
大
洲
病
院
長
に
碇
克
喜
氏

(
い
か
り
み
つ
よ
し
)
が
四
月
一
日
付

で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

躍
比
は
、
長
崎
県
松
浦
郡
有
川
町
立

病
院
の
院
長
と
し
て
、
離
島
医
療
に
従

事
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皮
膚
泌
尿
器
科
医
長
と
し
て

松
屋
福
蔵
氏
(
一
二
十
歳
)
が
同
じ
く
四
月

一
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

碇
光
喜
大
洲
病
院
長
の
略
歴



昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
大
洲
南
部
第
二
地
区
(
西
大

洲
・
蔵
川
間
)
の
荒
間
地
ト
ン
、
不
ル
を

含
む
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、
三

月
八
日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
に
よ
り
、
蔵
川
・
梅
川
聞
が
最

短
距
離
で
結
ぼ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
蔵
川
か
ら
大
洲
へ
行
く
場

合
は
、
従
来
よ
り
距
離
に
し
て
約
八
キ

ロ
、
時
間
的
に
は
約
十
五
分
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

荒
間
地
ト
ン
ネ
ル
は
、
五
十
三
年
十
吋

月
に
起
工
、
延
長
は
八
百
五
十
六
メ
i

ベ

ト
ル
、
幅
員
は
車
道
六
・
五
メ
ー
ト
ル
日

自
転
車
・
示
ノ
一
打
者
道
が
両
側
に
一
メ
l

↑

ト
ル
で
す
。

第
二
地
区
全
線
二
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
開
通
は
昭
和
六
十
年
度
、
総
事
業

費
は
六
十
二
億
五
千
万
円
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
散
在
す
る

集
落
を
横
に
結
び
、
国
県
道
併
せ
て
環

状
ル
l
ト
の
役
目
を
果
た
し
、
地
域
農

業
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。開

通
式
は
蔵
川
側
入
口
で
、
午
前
十

一
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
近
田
市
長
を
は

じ
め
関
係
者
百
名
が
出
席
し
、
テ
!
プ
ノ
夫
金
|
|
|
こ
れ
は
、
あ
な
た
自
身

カ
ッ
ト
と

h

け
で
な
く
、
説
、
子
、
そ
し
ケ

い

ま

し

た

。

な

の

老

後

を

支

え

る

制

度

で

す

。

年
金
は
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い

トンネル開通
蔵川~大洲間

15分短縮

こ
の
す
ば
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
を
明
日

の
社
会
に
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
タ
y
チ

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
三
十
1
四
十

年
先
の
高
齢
化
社
会
に
適
応
で
き
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
と
、

働
く
世
代
に
比
べ
て
、
老
人
の
数
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
厚
生
年
金

を
例
に
と
れ
ば
、
現
在
(
昭
和
五
十
五

年
)
働
く
若
い
世
代
十
二
・
四
人
で
一

人
の
わ
年
寄
り
を
支
え
て
い
る
の
が
、

ム

二

十

年

後

に

は

四

人

で

一

人

、

三

十

年

く

後

に

は

宅

人

で

一

人

の

わ

年

寄

り

を

支

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ

7
j
j
r
i
g
s
s
g
g
v
}
F
F
F
i
j
r
r
z
j
t
F
5
5
3
5
?
k
g
f
t
t
A
j
t
!
;
j
F
2
2
3
3
3
2
2
2
3
3
2
2
t
tん

3
5
2
2き

心
れ
孟
来
事
見
出

O
J
一

切

判

定

科

医

調

査

を

し

ま

し

た

0

8

、
親
の
職
業
に
対
し
て
ひ
げ
め
二
こ
の
よ
う
な
状
雪
む
か
え
る
ま
で

勝
一
一
品
開
¥
鉱
掛
骨
格

A4

差

別

は

生

き

て

い

る

そ

の

結

果

を

比

率

の

多

い

順

に

列

挙

惑

じ

て

い

る

こ

と

c

一
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば

い
一
向
祭
器
部
器
諮
問
下
掠

4

〈

事

例

印

〉

す

る

と

次

の

よ

う

に

な

り

ま

す

0

1

一

向

な

り

ま

せ

ん

。

も

ち

ろ

ん

、

年

金

制

度

平

器

禁

堅

去

来

埼

〈

ル

ご

改

革

の

効

果

が

あ

ら

わ

れ

る

に

は

、

み

石

川

富

山

内

諜

錦

町

一

言

山

一

様

子

供

の

世

界

こ

も

こ

う

い

っ

た

訴

え

が

、

勉

強

の

お

く

一

長

い

寺

聞

が

カ

L

E

z

-

-

、
あ
だ
な
を
い
わ
れ
る
こ
と
。
れ
た
子
、
力
の
弱
い

f
、

貧

し

い

家

の

一

か

り

ま

す

。

ま

た

、

長

官
一
一
子
供
に
は
、
差
別
心

H

な
ど
な
い
。
子
供
、
い
つ
も
教
師
に
つ
き
ま
と
う
甘

2
、
い
わ
れ
の
な
い
暴
力
を
受
け
る
こ
子
、
気
の
弱
い
子
な
ど
か
ら
多
く
出
さ
一
ぃ
目
で
社
会
の
動
き
を
と
ら
え
く
世

ず
い
一
泊
今
さ
ら
同
和
教
育
を
す
る
と
、
差
別

H

え

ん

ぼ

う

、

習

字

の

あ

と

、

口

ひ

げ

を

と

。

れ

て

い

る

こ

と

は

、

学

級

・

学

校

の

中

一

代

閣

の

公

平

を

は

か

つ

て

い

か

な

け

れ

育
一
…
を
教
え
る
よ
う
な
も
の
だ
つ
け
る
や
ん
ち
ゃ
な
子
。

3
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
る
こ
と
。
で
こ
れ
ら
の
子
が
差
別
的
な
日
で
み
ら
…
ー
な

J
J
2
i。
気
が
戸
つ
い
イ
み
た
ら

を

一

吋

ー

ど

の

顔

も

何

の

悩

み

も

な

い

よ

う

な

4
、
身
体
的
な
こ
と
で
気
に
し
て
い
る
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
向
遅
カ
て
た
と
℃
つ
こ
と
カ
な
い
よ
う
に

習

一

一

お

と

な

の

目

に

は

純

真

に

、

す

く

す

貢

っ

そ

:

皮

ら

に

も

、

子

供

な

り

と

こ

ろ

を

指

摘

さ

れ

、

悲

し

か

っ

二

す

か

ら

働

く

若

い

世

代

も

お

年

寄

り

も

、

北
一
一
く
育
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
子
供
達
川
悩
み
一
口
つ
引
い
ま
す
o

ご
と
。

T

こ
の
ン
リ
l
ズ
は
今
回
で
吹
一
、
り
、
L

一
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
て

し
誌
の
世
界
に
も
、
差
別
の
根
が
ひ
そ
ん
て
あ
る
小
学
校
で
、
学
校
生
活
の
中
で

5
、
勉
強
が
む
ず
か
し
く
て
、
わ
か
ら
月
号
よ
り
新
し
い
ン
リ
I
ズ

ι開
始
し
一
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

一

瞬

い

ま

す

。

持

一
時

O
い

や

な

こ

と

な

い

こ

と

。

ま

す

o

間
ヵ

お
休
み
時
間
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、

0
困

る

こ

と

は

何

か

6
、

男

子

が

い

ば

っ

て

い

る

こ

と

。

問

主

に

つ

い

T
の
ご
相
談
は
、
松
山

一
向
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
l
ル
を
追
う
子
、

0
腹
の
た
つ
こ
と

7
、

何

か

あ

る

と

、

す

ぐ

疑

わ

れ

、

つ

一

社

会

保

険

事

務

所

へ

皇

制

教

室

中

に

爆

笑

を

起

こ

さ

せ

る

愉

快

な

と

、

子

供

に

問

い

か

け

、

子

供

の

意

識

ら

い

思

い

を

し

た

こ

と

。

間

宮

0
8
9
9
⑫
5
1
0
5

。ゅ
ψ

の伊同伽ゆ伊ゆ伊ゆ。ゅ
0
0
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v
e
b
o
ω
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"
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O
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V
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おおず

1人白老齢年金受給者を支える加入者町並ITJ貝通し(厚生年金)

広報

(広域農道)

クス玉を割って荒問地
トンネルの開還を祝う。

荒間地
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5月9Sf設の員

大
淵
の
春
は
早
い
で
す
ね

日
の
出

井

さ
ん
(
お
歳
)

子

ス
ボ第
i 寸ー

盟
大
方丹
市
老

…二人
月ダ

ブ…一

ン十
七
日
午

観
光
大
滞
在

新
刊
図
書

警亨薬
品百内
社

写
し
て
み
ま
せ
ん
か

絵
に
な
る
風
景
が
、
大

出
に
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
大
潟
市
明
、

山
川
、
観
光
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
風
景
、

風
物
、
諸
行
事
な
γ
い
の
写
真
を
応
く
市

民
の
み
な
年
け
ん
か
ら
募
集
し
て
い
求
ナ

応
募
要
領

作
品
火
洲
の
観
点
ん
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
も
の
を
写
し
た
カ
ラ
l
プ
ソ
ン
ト
。

未
発
表
の
乞
の
。
ネ
ガ
会
一
諒
え
て
く

だ
さ
い
の

締
切
第
一
一
回
五
月
末
日

第
二
回
八
月
末
臼

第
一
一
一
間
十
一
月
米
日

第
四
則
二
月
末
日

り
光
大
潟
市
大
洲
六
九

O
i

犬
洲
市
役
所
商
工
観
光
課



おおず

v桜まつり、各地でにぎわう
3月27日に閉幕したと桜まつりミは、 4

月 3日、 4日に市内各地でにぎがいました

城山、冨士山とも桜は満開で、木の下で弁

当を広げる家族連れなどで終日にぎわいを

みせていました。

広報lよろひ市民のlまろひ市民の)
 

4
1よ

1
i
 

(
 

企松本零士さん市長を訪問

銀河鉄道999などでおなじみの松本零士さんが

4月 1日午後 1時半、市役所を訪れ、しばらくの

間近田市長と歓談しました。
松本さんは、母校新谷小の屋内運動場の落成を

記念して、当日、講演会を聞き、詰めかけた人々

を魅了させました。

4・メ乏
#(ttl・庁

戸 ζ斗.a.

ue主J

v喜多小に夜間照明ともる
喜多小学校に夜間照明施設が完

成し、 3月 8日、関係者 100人が

集まり点灯式が行われました。

式典に続いて、消防団ポンプ操

法、参加者全員による綱引きが行

われ、完成を祝いました。

竺議長

A 生命の貯蓄体操大洲支部推進大会

3月28日、午前10時から社会教育センターにお

いて会員 250人が参加して、生命の貯蓄体操普及

会大洲支部推進大会が聞かれました。大久保定光

氏の記念講演のあと、模範演技を披露し、盛会の

うちに車冬わりました。

あ
な
た
と
と
も
に

赤
十
字

五
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

こ
と
し
も
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、

県
下
一
斉
に
社
員
増
強
、
社
資
募
集
運

動
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
洲
市
の
目
標

額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
大
洲
市
の
目
標
額
は
、
二

百
五
十
六
万
円
で
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
に
は
、
ご
迷
惑
と
思
い
ま
す
が
、
赤

十
字
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

例
年
の
と
お
り
各
地
区
の
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3月末までの シ春
大洲市内の交通事故 | の

3月末昨年安全ト fーT 
現在同期 べ楽

件数 29 I 31 運ル、
転を トン

負傷者 47 I 4ω をじスdl'日
死者 1 I 0 め

て



(12) おおず

相談ごと案内

いず、れも無料で、すので、

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

とき 5月10日

5月20日

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 5月20日 13B寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 5月 4日

5月10日

5月25日。

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 5月20日 10時~15日寺

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電話でご相談し

でください。 (ft④3794玉木)

砂社会保険相談

とき 5 月 20 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担 当松山社会保険 事 務 所

砂不動産相談

とき 5 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町附フヂエダ内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

大洲福祉会館(新谷)

秘密は守りますので、何でも

本目言炎してください。

乳
幼
児

健

呈今
回:>'

広報

実

施

日

該

当

者

5
月
4
日
(
火
)
昭
和
町
年
1
月
生
※

5
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
目
月
生
※

5
月
日
日
(
木
)
昭
和
田
年
目
月
生

5
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
5
月
生
※

5
月
お
日
(
火
)
昭
和
日
年
4
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

厚
生
連
検
診

せ

実

施

日

地

区

場

所

5
月
6
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

5
月
7
日
(
金
)
平
野

5
月
四
日
(
木
)
久
米
久
米
集
会
所

5
月
日
日
(
金
)
上
須
戒
連
絡
所

検
診
時
間

8
時
加
分
1
日
時

検
診
内
容
問
診
、
検
尿
、
血
圧
測
定

Lっお知せレコし

10日寺一15B寺:

お気

わせLコお知

心
電
図
、
眼
底
検
査
、
胃
検
診
、
貧

血
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、

理
学
的
診
断
、
保
健
指
導

経
ロ
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す。対
象
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

V

一
回
目
昭
和
田
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
町
年
1
月
白
日
ま
で

γ
一
回
目
昭
和
田
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
同
年
6
月
初
日
ま
で

V
昭
和
日
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
ま
だ
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
。

料

金

無

料

日
程

5
月
お
日
連
絡
所
管
内
分

5
月
幻
日
旧
大
洲
町
分

時
間
日
時
却
分
l
H
時
却
分

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
子
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

13日寺~16時

A
a市
戸
ト
い
平
三

4
Z酌
r
H
k
v
s
b
A
v
J
d
j
i
ヌ

UMfl判
口
部
¥

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

か
た
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
日
比
日
妊
娠
中
の
保
健
・
体
操

5
月
お
日
お
産
の
準
備
と
経
過
他

6
月
日
比
日
妊
娠
中
の
栄
養
と
歯

6
月
お
日
乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

7
月
9
日
乳
幼
児
の
保
健
、
休
浴
実

習

時
間
と
料
金
日
時
1
日
時
、
五
百
円

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

学母

級親

5
月
2
日

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院

宮
④
2
1
5
1

5
月
3
日

5
月
5
日

加
戸
外
科
病
院

E
④
5
1
0
1
 

5
月
9
日

5
月
日
日

5
月
お
日

5
月
初
日

一
大
洲
中
央
病
院

一

宮

④

4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

。?
汽J4

金

一

封

新

谷

高

橋

順

一

金
一
封
春
賀
宇
都
宮
ト
シ
子

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
)

喜

多

山

寺

尾

勝

利

金
一
封
(
寄
付
金
)
中
村
中
岡
久

(
指
定
配
分
金
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
清
和
園
へ
)

殿

町

沖

永

五

郎

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
預

託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
賛
耳

水
道
の

メ
ー
タ
ー
は

き
れ
い
で
す
か

-
d
?
q
 

訓
叩
山

-
P唱

水
道
メ
ー
タ
ー
が
ど
こ
に
あ
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
?

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
、
意
外

に
汚
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
水
が
汚

れ
た
所
を
通
る
の
は
気
持
の
い
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
々
、
メ
ー

タ
ー
の
そ
う
じ
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。8 

4 -2583 
5 - 5532 
5 - 2858 

5 -0030 

4 -3656 
5-4107 
4 - 3674 

3 - 3004 
4 - 2412 

5 -2944 

休日の漏水修理

業者

淳山水道工事庖

内田電気水道設備

大塚鉄工所

岡福水道工事庖

奥田水道商会

神 田鉄工所

城戸電業者

当番日

5月2日

5月3白

5月5E3 

5月9日

5月16日

5月23日

5月30日

後

記

例
年
よ
り
春
の
訪
れ
が
早
く
、
城
山
、

冨
士
山
の
桜
も
早
く
咲
い
た
よ
う
で
す
。

五
月
は
、
ま
た
、
富
士
山
の
つ
つ
じ

が
楽
し
め
ま
す
。
四
季
折
々
に
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
を
楽
し
め
る
大
洲
を
、
わ

た
し
た
ち
市
民
は
、
も
っ
と

H

ほ
こ
り
N

に
思
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

。

(

や

)
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